
 

 

 

 

 

 

 

「令和８年度みやぎの青少年意見募集事業」意見交換会開催 

 

青少年の社会参画への関心を高め、地域で主体的に活躍できる人材を育成するとともに、青少年の視

点や意見を県政に反映させることを目的とし、青少年と県職員による意見交換会を開催します。 

 報道機関の皆さまにおかれましては、ぜひ取材してくださるようお願いします。 

 

記 

１ 日 時  令和８年１１月４日（水）午後２時から午後４時まで 

 

２ 会 場  宮城県行政庁舎９階 第一会議室 

 

３ 参加者  青少年１３人（中学生７人、高校生５人、大学生以上１人）、テーマ担当職員 

 

４ 内 容  ２つのグループに分かれ、以下のテーマについて意見交換を行います。 

 

（１）若い世代の犯罪被害者等支援の理解促進について 

犯罪の被害にあわれた方やそのご家族・ご遺族は、被害そのものの苦しみだけでなく、周囲の

理解不足や心ない言葉による精神的なショックなどにも苦しんでいます。若者にこの問題や支援

制度について広く知ってもらうにはどのような方法が効果的か、若い世代の方々から意見を聴き

ます。 

 

（２）若者・女性に選ばれる魅力ある地域づくりについて 

宮城県では、大学や短期大学などを卒業して就職する若年層の半数以上が県外に転出しており、

特に女性の転出超過が続いています。若者や女性が魅力を感じ、住み続けたい、いつか戻ってき

たいと思える地域にするためにはどのような取組が必要か、若い世代の方々から意見を聴きます。 

 

【参考】過年度の意見の活用例 

テーマ 青少年の意見 意見の活用 

ジェンダー平等への

取組推進について 

世代や職業に関係なく、ジェンダ

ー平等の理解が必要。 

セミナー開催時、受講対象者に民間企業を

加え、広く県民に啓発するよう取り組んだ。 

犯罪防止の啓発につ

いて 

チラシやポスターは、イラスト等

で分かりやすくするといい。 

県内の高校と共同でチラシ・ポスターを作

成した。 

イベントの周知と参

加促進について 

学校と協力することで、生徒にイ

ベントについて調べてもらえる。 

地元中高生に式典補助員の協力や、アトラ

クションへの出演をしてもらった。 
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